
集特

山
村
に「
答
え
」が
あ
り
ま
し
た
。

山
村
と
企
業
、
山
村
と
都
市
と
の
つ
な
が
り
が
、
社
会
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
す
る
！

山村再生支援センターは、山村と企業、山村と都市とを結び、

森林資源の新たな活用を目指した取組を支援することで、

低炭素社会を実現し、活気ある山村を再生するために、

平成�1年度「社会的協働による山村再生対策構築事業」により創設されました。

それから１年、各地で具体的な取組が、目に見える形で始まるとともに、

企業、山村それぞれの関心も高まってきています。
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山村に「答え」がありました。集特

ＴＤＫラムダ株式会社、株式会社アドバンテッジ・リス
ク・マネジメント、信濃町、山村再生支援センター

　企業の「ふるさと」としての役割を山村が担うという、
新たな企業と山村の協働が始まり、動き出しています。
　昨年11月６日、国際自動車株式会社（東京都港区）、
長野県信濃町、山村再生支援センターの三者が「企業
のふるさとづくり協定」を締結しました。
　この協定に基づき、国際自動車株式会社は、社員
の健康管理や教育研修、家族を含めた福利厚生の場
として、信濃町の森林環境を活用することを始めまし
た。昨年11月には、観光バスを使ったエコツアーを企
画し、森林セラピープログラムを体験して、信濃町の

「癒しの森の宿」に宿泊。さらに、社員食堂で信濃町の
農産物を取り入れたメニューを提供することにしてい
ます。社員は生産者の顔が見える安心な食材が食べら
れ、山村ではエコツアーで訪れた社員が食べてくれる
ことが励みになり、単なるモノの行き来ではない人と
人とのつながりが生まれています。
　さらに信濃町では、今後、森林整備によるカーボ
ン・クレジットの創出など、企業との協働による新た

「 企 業 の ふ る さ と づ く り 」が 始 ま っ て い ま す

「企業のふるさとづくり協定」調印式

な事業も検討しています。
　また、今年３月11日には、新たにＴＤＫラムダ株式
会社、株式会社アドバンテッジ・リスク・マネジメン
トが、それぞれ信濃町、センターと「企業のふるさと
づくり協定」を締結し、社員研修や健康増進のほか、
様々な取組を行うことになります。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
的
課
題
に
、
ど
う
答
え

て
い
く
か
。「
山
村
に
答
え
が
あ
り
ま
し
た
」

と
は
、
山
村
と
か
か
わ
る
こ
と
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
都
市
と
山
村
の
協
働
＝
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
実
質
的
な
循
環
を
生
み

出
し
、
新
し
い
経
済
・
社
会
の
仕
組
み
を
作

り
出
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
山
村

に
は
、
戦
後
に
植
林
さ
れ
、
今
ま
さ
に
収
穫

期
を
迎
え
て
い
る
森
林
資
源
と
い
う「
宝
」が

あ
り
ま
す
。
山
村
は
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
、

排
出
量
削
減
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
、
新
素

材
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
活
用
、
そ
し

て
都
市
で
働
く
人
々
の
心
や
体
を
癒
す「
ふ
る

さ
と
」と
し
て
の
機
能
を
都
市
に
提
供
し
、
逆

に
都
市
か
ら
山
村
へ
人
や
お
金
が
流
れ
、
山

村
が
再
生
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
新
し
い

循
環
に
シ
フ
ト
で
き
る
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

私
た
ち
は
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
主
体
は
、

東
京
農
業
大
学
、
㈱
森
里
川
海
マ
ッ
チ
ン
グ

研
究
所
、
㈱
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
三

者
と
な
り
、
人
口
の
８
割
近
く
を
占
め
る
都

市
の
消
費
者
へ
の
啓
発
も
事
業
内
容
に
加
え
、

新
し
い
日
本
の
形
づ
く
り
を
よ
り
広
範
に
呼

び
か
け
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

山
村
再
生
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以
下「
セ
ン

タ
ー
」）が
発
足
し
て
１
年
、
実
際
に
山
村
と

都
市
の
協
働
が
動
き
出
す
中
で
、
今
日
の
日

本
社
会
が
抱
え
る
課
題
に
セ
ン
タ
ー
が
果
た

し
う
る
役
割
も
、
よ
り
明
確
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
戦
後
60
年
、
過
疎
化
し
た
山
村
で
は

森
林
の
手
入
れ
不
足
が
み
ら
れ
る
一
方
で
、

過
密
し
た
都
市
で
は
大
量
消
費
に
よ
る
環
境

問
題
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

山
村
と
都
市
と
の「
つ
な
が
り
」が

新
し
い
日
本
の
形
を
つ
く
る

森林セラピーを体験
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①
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出

　

カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
Ｃ
Ｏ
２

な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
量
や
吸

収
量
を
認
証
し
、
取
引
可
能
に
し
た
も
の

で
す
。
森
林
整
備
を
し
た
り
、
林
地
残
材

や
端
材
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
で「
ク
レ
ジ
ッ
ト
」が
生
み

出
さ
れ
ま
す
。

　

企
業
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
ら
が
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２

を
相

殺（
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
）す
る
と
同
時

に
、
山
村
の
再
生
に
貢
献
し
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企

業
の
社
会
的
責
任
）を
果
た
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

お問い合わせ先
山村再生支援センター（東京農業大学内）
電話：０３（５４７７）２６７８
電子メール：contact@sanson-navi.jp
ホームページ：http://sanson-navi.jp/

山村には森林資源という「宝」がありま
す。しかし「宝」は、磨かなければ光り
ません。大切なのは、一歩を踏み出そ
うという意志です。小さなことから、
できることからで構いません。踏み出
せば、必ずパートナーが現れます。山
村再生支援センターは、企業と山村の
橋渡し役を務めます。

②
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
安
定
供
給

　

林
地
残
材
や
端
材

を
活
用
し
た
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
は
、

石
油
な
ど
の
化
石
燃

料
を
代
替
す
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

企
業
等
は
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
に

転
換
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
や

地
方
公
共
団
体
が
、

こ
の
削
減
量
を
ク
レ

ジ
ッ
ト
と
し
て
販
売

す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

　

山
村
と
都
市
と
の
つ
な
が
り
を
作
り

出
す
た
め
、
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ

う
な
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

山
村
再
生
支
援
セ
ン
タ
ー
が

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と

山村が企業の「ふるさと」に
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セ
ン
タ
ー
で
は
、
山
村
地
域
等
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
供
給
側
と
、
工
場
ボ
イ
ラ
ー
や

発
電
所
を
持
つ
企
業
等
の
需
要
側
を
結
ぶ
体

制
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

③
新
素
材
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
化

　

山
村
に
眠
っ
て
い
る
森
林
資
源
を
新
素

材
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
新
た
な
事
業
展
開
が
可
能
で
す
。

　

森
林
資
源
を
供
給
す
る
山
村
、
新
技
術

を
開
発
・
保
有
す
る
企
業
、
そ
れ
ら
を
活

用
し
て
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
企

業
の
三
者
が
つ
な
が
る
こ
と
で
、
新
た
な

循
環
が
生
み
出
さ
れ
ま
す
。

④
教
育
・
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

　

企
業
で
働
く
人
々
の
間
で
は
、
心
の
病

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
期

待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
山
村
の
癒
し
効
果

で
す
。
豊
か
な
自
然
の
中
で
の
保
養
や

人
々
と
の
ふ
れ
あ
い
、
地
元
の
食
材
を
活

か
し
た
料
理
な
ど
、
山
村
の
力
で
都
市
の

人
々
が
元
気
に
な
り
、
同
時
に
、
都
市
と

の
交
流
に
よ
り
山
村
の
活
性
化
が
も
た
ら

さ
れ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
企
業
の
ふ
る
さ
と
」

山村に「答え」がありました。集特

「プロ野球の森協定」調印式

　本年３月11日、山村再生支援センターの支援によ
り、社団法人日本野球機構と新潟県、森林バイオマス
吸収量活用推進協議会（北海道下川町、足寄町、滝上
町、美幌町の４町で構成）との間で、「プロ野球の森協
定」が締結されました。
　日本野球機構は、「ＮＰＢ　Green Baseball Project」
として、プロ野球の試合時間を９イニングで３時間以
内にすることを目標とし、オーバーした場合のＣＯ₂負
荷分について、カーボン・オフセットを行なうことに
しています。
　協定は、このオフセットに、オフセット・クレジッ
ト（ＪーＶＥＲ）制度に基づく、新潟県の森林吸収クレ
ジットおよび北海道４町の森林バイオマス利用による
削減クレジットを使用するというものです。
　また、グリーンベースボールプロジェクトの一環で
ある「グリーンリストバンド」の募金使途として、新潟
県と北海道４町に「プロ野球の森」を設置し、スポーツ
と森づくりを通して、都市と山村の交流に寄与します。

「 プ ロ 野 球 の 森 協 定 」が 結 ば れ ま し た
　プロ野球は、森林との関わりが深いスポーツです。
例えば、バットの材料は主に木材ですし、オフシーズ
ンのキャンプ地は、多くが自然豊かな農山村です。
　今後、カーボン・オフセットだけに止まらず、イベ
ントを通じた都市と山村の交流や、森林資源を活用し
たさまざまな取組への発展も期待されています。

と
し
て
、
山
村
と
企
業
が
協
定
を
結
ぶ
提

案
と
支
援
を
行
な
い
ま
す
。

⑤
消
費
者
へ
の
啓
発

　

現
在
の
日
本
で
、
山
村
は
人
口
の
３
％
を

占
め
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
森
林
面
積
で
は

６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
目
に
見
え
な
く
て

も
、
都
市
の
生
活
は
森
林
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

都
市
で
生
活
す
る
消
費
者
が
、
山
村
と

の
つ
な
が
り
を
も
つ
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の

食
や
環
境
の
安
全
を
保
つ
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、
新
し
い
循
環
型

社
会
の
形
成
を
消
費
者
に
向
け
啓
発
し
て
い

き
ま
す
。

信濃町エコツアー
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